
 

 

一人一人の子供の“確かな伸び”の集積として 
校 長 平山 淳郎 

本校が、小規模校のよさや強みを生かしたきめ細かな教育の推進に力を入れていることについては、これま

でもいろいろな機会を通して説明してきました。今回は、その具体的な成果として、先日発表された「体力ア

ップ！チャレンジかごしま（前期）」の状況と「かごしまの教育県民週間」（11/1～7）ポスター原画コンクー

ルの結果について紹介いたします。 

♥申告全部門でランキング入り～体力アップ！チャレンジかごしま（前期） 

【申告記録と前期:県ランキング（○内数字）】※３・４年は４年の部、５・６年は６年の部に申告 

 レッツ短縄跳び 馬跳びピョン×３ 二人でさっ×２ まわしてコロコロ 

３・４年 ③１９６．４回 ②２２．８回 ⑥２２．０回 ①２２．８回 

５・６年 ②２０３．４回 ②２５．１回 ⑤２６．４回 ①４１．７回 

上半期終了時点とはいえ、申告した８部門すべてで県のランキング（ベスト 10）入りしているというのは、

とてもすごいことだと言えます。運動の成果というと得意な子供たちの活躍など目立つところに目がいきがち

ですが、本校では「苦手な子供が標準レベルに追い付いてきた」「運動嫌いだった子供が自分なりの観点で関

心をもつようになった」など一人一人の子供の小さな伸びや変容がとても重要だと考えています。そして、そ

の小さな伸びや変容を見えるようにすることや、一人一人の子供が実感できるようにすることに力を注いでい

ます。反復・継続することや数値を効果的に活用すること等を通して下半期も「運動大好き黒木っ子」のめざ

す姿を実現していきます。 

♥学校賞受賞～「かごしまの教育県民週間」ポスター原画コンクール   

このコンクールは、毎年１１月１日～７日に実施される「かごしまの教育県民

週間」への理解促進や広報を目的として、県内のほとんどの小中学校が参加して

います。昨年度、２人の入賞者を出しながらも惜しくも学校賞を逃したこともあ

り、今年度は５月下旬から材料集めや構図選定など計画的に進めました。６月に

入ってからは、図工の時間や朝活動、昼休み時間等を活用して丁寧に下絵描きや

着色に取り組み、全員が力作を完成させることができました。県内で３４人しか選ばれない個人賞には、昨年

を上回る３人が入賞し、県内で２校のみの学校賞にも見事選ばれました。 

 

 

 

学校だより                      

           薩摩川内市立黒木小学校 
            Ｒ５．１０．１８ 

誠実で 

心優しく 

最後までやりとげる 

 

【教育目標】 

Ｋｕｒｏｋｉ ｅｌｅｍｅｎｔａｒｙ ｓｃｈｏｏｌ 

黒木魂 
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ＰＴＡ相撲大会 
９月８日（金）の学級ＰＴＡの後、「ＰＴＡ十五夜相撲大会」を行いました。令和元年

以来、４年ぶりの開催でした。体育館にマットを敷いて、総当たり戦とトーナメント戦

を行いました。事前に全員、四股名を決めていて、放送による紹介もあったので、さな

がら「９月の黒木場所」といった雰囲気でした。汗をたくさんかいて、またひとつ楽し

い思い出ができました。 

市民大学講座黒木小会場（学校支援ボランティア体験） 
 ９月９日（土）に社会教育課の市民大学講座が本校でありました。市内で学校支援ボ

ランティアを希望する方々が集まり、１時間程度、学習支援の意義などについて本校校

長の講義などを受けました。その後は学習支援ボランティアの実際として、子供たちの

「チャレンジかごしま」の測定を手伝っていただきました。「レッツ短縄跳び」や「２

人でさっさっ」等の種目で、子ども１人に２人程度で記録をとりました。その後は、子

供対学習支援ボランティアの方々でドッジボールを行いました。勝負は、子供たちの圧

勝でした。学習支援ボランティアの方々は、子供たちの体力に驚くとともに、子どもた

ちと一緒に活動できた喜びを感じているようでした。子供たちにとっても、外部の方々との交流は良い刺激になり、

お互いにＷｉｎＷｉｎで終わることができました。 

令和５年度閉校記念校区合同秋季大運動会 
１０月１日（日）に令和５年度第６８回閉校記念校区合同秋季大運動会を行いました。

今年度で最後の運動会。４年ぶりの校区合同運動会。様々な意味を含む運動会となりま

した。朝から、まさかの雨に降られ、開催を少し心配しましたが、結果的には雨が丁度

良いミストになり、熱中症の方はさほど心配せずに済みました。予定通り８時４０分に

入場行進を開始し、中高生や消防団、校区の方々も多数参加していただきました。午前開催の前半は、エールの交

換やかけっこ・短距離走、家族紹介走等を行いました。地域種目も満水競争やグラウン

ドゴルフ等があり、４年ぶりにできた校区の運動会も順調に進みました。 

後半は、「レッツ短縄＆サバイバル」や「祁答院音頭」、「紅白リレー」、「ラストラン」

などの競技を行いました。「レッツ短縄＆サバイバル」は、県の体力つくりチャレンジか

ごしまの１分間早回し跳びに加え、３分間持久跳びを行いました。子どもたちは、少々

緊張気味で跳んでいましたが、それぞれベストを尽くしました。「祁答院音頭」は、地元

の伝統芸能で、地域の増田さんが講師として毎年教えに来て

くださいます。この日も増田さんや地域の方々と一緒に踊りました。「紅白リレー」で

は、抜いたり抜かれたりで見ている方も面白く、いい勝負ができました。最後の種目は

地域の「ラストラン」でした。これまで１４７年間の歴史がある黒木小を卒業していっ

た各年代の方々が旗を持ち、母校の土を噛みしめるようにゆっくり走りました。 

全１６種目を行った最後の校区合同秋季大運動会。紅組白組の得点はなんと・・・同

点。最後の運動会は、紅白両チーム同点優勝で幕を閉じました。最後は紅白両団長が、

校長先生から同時に優勝旗を受け取りました。最後を飾るに相応しい終わり方ができました。応援に駆けつけてく

ださった、また祝詞を賜りました来賓の皆様、ありがとうございました。 
 

 

第 74 回県図画作品展 入選 ３年 安德 旺氣 

           入選 ４年 谷川 駿 
地域が育む「かごしまの教育」県民週間ポスター原画の部 

学校賞  

特選 ３年 内村 歩夢 

          入選 ４年 竹下 創 

          入選 ５年 内村 安寿 

「あいさつ運動」標語部門 優秀賞 ５年 三角 るい 

市子供大綱引応援旗デザインコンテスト 市長賞  

第13回まごころ児童絵画展 スマイル賞 ４年 竹下 創 

第 49 回十五夜相撲大会 優勝 髙柳 叶人 

            優勝 三角 るい 

 

  

１日（水）地域が育む「かごしまの教育」 

県民週間（～７日） 

      学校運営協議会参観・給食試食会 

 ２日（木）地震避難訓練３校時 そうじ班編成 

 ５日（日）学習発表会 薩摩川内元気塾  

 ６日（月）振替日 

 ７日（火）4時間授業 

 ９日（木）仲よし音楽会（入来） 

１１日（土）土曜授業 キッズ園花植え 

１６日（木）カンガルー事業（３・４校時） 

１７日（金）もくもく家庭学習週間（～２３日） 

１８日（土）市家庭教育学級・ＰＴＡ合同研修会 

（国交セ 13:00～15:30） 

２０日（月）研究授業（５・６年） 

２４日（金）持久走大会試走（３校時） 

２８日（火）市小学校陸上記録会 

市内では感染症（インフルエンザやコロナウイルス

等）が広がり、学級閉鎖を余儀なくされている学校があ

るようです。各ご家庭で、対策をお願いいたします。 

 


